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樹齢400年イチョウ立木観音に
イ

流山の彫刻家・畠山さん、8年かけ制作
●
イ
チ
ョ
ウ
の
幹
か
ら
彫
り
出
し
た
十

一
面
観
音
像
の
前
に
立
つ
制
作
者
の
畠
山
誠
之
さ
ん

（左
）
と
増
田
俊
康
住
職
＝
い
ず
れ
も
流
山
市

●
元
は
高
さ
約
３０
肝
の
巨
木
の
イ
チ
ョ
ウ
だ
っ
た
。
枝
な
ど
を
切
る
際
、
２
０
１
３
年
１１
月
に
法
要
を
行
っ
た
＝
円
東
寺
提
供

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
を
供
養
し
よ
う
と
、
流
山
市
の
円
東
寺
境
内

に
あ
る
イ
チ

ョ
ウ
の
巨
本
が
根
元
を
残
し
た
ま
ま
、
高
さ
約
５
房
の

「立
木
十

一
面
観
音
像
」

に
生
ま
れ
変
わ

っ
た
。
枝
や
伸
び
た
根
を
切
り
落
と
し
生
の
幹
を
彫

っ
た
も
の
で
像
の
土
台
は

根
元
の
た
め
動
か
せ
な
い
。
３０
日
に
足
場
が
外
さ
れ
、
全
体
像
が
姿
を
現
し
た
。

制
作
者
は
円
東
寺
で
仏
像
の

彫
刻
教
室
を
開
い
て
い
た
市
内

在
住
の
元
国
語
教
師
で
仏
像
彫

刻
家
の
畠
山
誠
之
さ
ん
（
７７
）
。

円
東
寺
の
増
田
俊
康
住
職
（
５１
）

に
よ
る
と
、
境
内
に
あ

っ
た
大

イ
チ

ョ
ウ
は
樹
齢
約

４
０
０

年
、
高
さ
は
約
３０
”
川
の
巨
木
だ

っ
た
。

区
画
整
理
事
業
で
道
路
建
設

が
始
ま
る
た
め
、
１０
年
以
上
前

に
県
か
ら
枝
と
根
を
切
る
よ
う

要
請
さ
れ
た
。

「
こ
ん
な
立
派

な
イ
チ

ョ
ウ
を
切
る
の
は
忍
び

な
い
」
と
悩

ん

で
い
た
と
こ

ろ
、
畠
山
さ
ん
が

「立
木
観
音

像
に
し
て
は
」
と
提
案
し
た
と

い
う
。

畠
山
さ
ん
は
岩
手
県

一
関
市

出
身
。
東
日
本
大
震
災
直
後
に

は
自
城
県
気
仙
沼
市
波
路
上
地

区
に
被
災
の
様
子
を
見
に
行

っ

た
。
出
身
の

一
関
市
千
厩
町
と

は
車
で
１
時
間
弱
。
子
ど
も
の

こ
ろ
海
水
浴
に
出
か
け
た
思
い

出
の
場
所
が
が
れ
き
と
化
し
て

い
た
と
い
う
。

増
田
住
職
の
承
諸
を
得
て
、

慈
悲
と
救
済
の
仏
で
あ
る

「十

一
面
観
音
像
」
を
１３
年
１２
月
か

ら
彫
り
始
め
た
。
作
業
は
す
べ

て
畠
山
さ
ん
が
無
償
で
引
き
受

け
た
。
枝
や
葉
は
切
り
取
り
、

幹
を
高
さ
約
５
研
部
分
だ
け
残

し
て
、
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
で
大
ま

か
な
輪
郭
を
作

っ
た
。
ノ
ミ
で

粗
削
り
を
し
、
部
位
ご
と
に
細

か
く
彫
り
込
ん
だ
。

約
３
年
後
に
は
か
な
り
の
部

分
ま
で
仕
上
が

っ
た
が
、
区
画

整
理
に
よ
る
墓
地
の
移
転
工
事

で
、
作
業
が
途
中
で
約
４
年
間

ス
ト
ッ
プ
。
再
開
は
今
年
３
月

に
な

っ
て
か
ら
で
、
黒
ず
ん
だ

像
の
表
面
を
彫
り
直
し
、す匿
汗

に
人
を
救
済
す
る
た
め
の
水
瓶

を

持

つ
き

れ

い

な

像

に

な

っ

た
。

畠
山
さ
ん
は

「震
災
で
犠
牲

に
な

っ
た
人
た
ち
の
供
養
に
な

れ
ば
」
、
増
田
さ
ん
は

「近
く

に
小
中
学
校
や
保
育
園
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
像

に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
る
。

６
月
中
旬
に
は
像
を
覆
う
御

堂
の
建
設
が
始
ま
る
た
め
、
屋

外
で
望
め
る
の
は
６
月
１０
日
ま

で
。
御
堂
が
完
成
す
る
の
は
１０

月
末
。
そ
の
後
も
観
音
像
は
表

面
の
柿
渋
塗
り
な
ど
仕
上
げ
作

業
が
行
わ
れ
、
完
成
は
１２
月
ご

ろ
の
予
定
。
来
年
３
月
に
落
慶

法
要
を
計
画
し
て
い
る
。
御
堂

の
本
材
は

一
関
市
で
建
設
業
を

す
る
畠
山
さ
ん
の
友
人
が
す
べ

て
提
供
す
る
。
残
る
建
設
費
約

１
７
５
０
万
円
は
集
ま

っ
た
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
イ
ン
グ
な
ど

の
寄
付
で
賄
う
と
い
う
。
問
い

合
わ
せ
は
円
東
寺

（０４

・
７
１

５
０

・
１
３
１
３
）
。

（青
柳
正
悟
）

「３

・
１１
犠
牲
者
の
供
養
に
」
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